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小国町内で交通死亡事故が発生しました。
事故に遭わない、事故を起こさない運転を心がけて、交通

死亡事故ゼロを目指しましょう！

退勤、下校時間帯
と日没が重なる午後５
時台は、人×車両の
事故が多く発生して
います。

日没後１時間に
発生が集中！

秋に事故が多発する時間帯

歩 行 者 を い ち 早 く 発 見 す る た め 、
早 め の ラ イ ト 点 灯
ハ イ ビ ー ム の 活 用

で 、 車 両 の 存 在 を 知 ら せ ま し ょ う ！

す ぐ そ こ ま で で も
明 る い 服 装
夜 光 反 射 材

を 着 用 し ま し ょ う ！

ド ラ イ バ ー の 方 へ

歩 行 者 の 方 へ

交通事故防止のポイント

◎実施期間
令和６年９月21日（土）～９月30日（月）

◎運動の重点
１ 反射材用品等の着用促進や安全な横断方法の実践

等による歩行者の交通事故防止
２ 夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの

活用促進と飲酒運転等の撲滅
３ 自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメ

ット着用の促進と交通ルール遵守の徹底
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平 時 か ら 、 災 害 が 起 き た と き の た め の 準 備 を し て お き ま し ょ う 。

警戒レベルは１～５までの５段階あり、気象庁が発表する大雨警報などの情報をも
とに、自治体が各レベルに応じた避難情報を発令します。

地域やご家族の事情により避難が必要と考えられる場合や、身の危険を感じる場合
は、「避難指示」等を待たずに「自主避難」をお願いします。

「警戒レベル」の意味を知りましょう

服装
□帽子、ヘルメット
（頭を保護するもの）
□長袖、長ズボン
（動きやすいもの）
□履き慣れた靴
（底の厚いもの。
長靴は水が入ると
歩きにくい為注意）
□傘、杖など
（冠水した場所で
足下の危険を確認
するため）
□リュックサック
（両手が自由になるように）

持ち物
□食料、水
□防災ラジオ、電池
□懐中電灯
□常備薬、絆創膏
□お薬手帳
□保険証、身分証
□現金、通帳、印鑑などの貴重品
□衛生用品（マスク、消毒液、体温計、
使い捨て手袋、せっけん、ティッシュ、
タオル、歯ブラシ、ビニール袋など）

□衣類（上着、下着、生理用品、おむつ、
雨合羽など）

□替えの眼鏡、コンタクトレンズ
□携帯電話、予備バッテリー など･･･

避難時の服装、持ち物などの例

① 指 定 避 難 所 へ の 避 難
② 安 全 な 親 戚 ・ 知 人 宅 へ の 避 難
③ 安 全 な ホ テ ル ・ 旅 館 へ の 避 難
④ 自 宅 内 で の 垂 直 避 難 （ 洪 水 ・ 土 砂 災 害 時 ）

屋 外 へ の 避 難が 危 険 な と き は 、 自 宅 の ２ 階 な ど 、 よ り 高 い 所 へ
移動 し 、少 し で も 身 の安 全 を確 保 す る た めの行動 を取 り ま し ょ う 。

避難の方法の例


